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６ Ａ，Ｂ，Ｃの 3 つの箱は，0 より大きい整数を入口から入れると次のような計算が

されて出口から出てきます。

Ａ：整数に 3 がかけられます。 例：『4』をＡの箱に入れると 4 × 3 ＝ 12
Ｂ：整数に 5 が足されます。 例：『4』をＢの箱に入れると 4 ＋ 5 ＝ 9
Ｃ：整数に同じ数がかけられます。例：『4』をＣの箱に入れると 4 × 4 ＝ 16

そのため，例えば『4』をＡ→Ｂの順に入れると『17』が出てきます。

このとき，次の問いに答えなさい。

(1) ある数をＡ→Ｂの順に入れた結果は，Ｃに入れた結果より 5 小さくなりました。

ある数を求めなさい。

(2) ある数をＡ→Ａ→Ａの順に入れた結果は，Ｂ→Ｃの順に入れた結果より 5 大きく

なりました。ある数を 2 つ求めなさい。

(3) 箱の出口から整数を入れると，計算する前の数字が入口から出てきました。

例えば『10』をＢの箱に出口から入れると『5』が出てきます。

それでは，ある数をＢの入口→Ａの出口→Ｃの出口の順に入れていくと，『5』が

出てきました。ある数を求めなさい。
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(1) ある数を□とすると，

Ａ→Ｂの順に入れた結果は

□× 3 ＋ 5。
また，Ｃに入れた結果は□×□で，

□× 3 ＋ 5 は□×□より 5 小さいので

□×□＝(□× 3 ＋ 5)＋ 5
＝□× 3 ＋ 10。 よって，□×□－□× 3 ＝ 10 より，

□×(□－ 3)＝ 10 となり，5 × 2 ＝ 10 なので，

□＝ 5。つまり，ある数は 5 です。

(2) ある数を□とすると，

Ａ→Ａ→Ａの順に入れた結果は

□× 3 × 3 × 3 ＝□× 27。
また，Ｂ→Ｃの順に入れた結果は

(□＋ 5)×(□＋ 5)。
よって，□× 27 －(□＋ 5)×(□＋ 5)＝ 5 。

この式で，□× 27 －(□＋ 5)×(□＋ 5)･･(ｱ)について，

□＝ 1 のとき･･･(ｱ)＝ 1 × 27 － 6 × 6 ＝ 27 － 36 となるので，不適当。

□＝ 2 のとき･･(ｱ)＝ 2 × 27 － 7 × 7 ＝ 54 － 49 ＝ 5 となるので，適する。

□＝ 3 のとき･･(ｱ)＝ 3 × 27 － 8 × 8 ＝ 17 となるので不適当。

･･･

□＝ 15 のとき･･(ｱ)＝ 15 × 27 － 20 × 20 ＝ 405 － 400 ＝ 5 となるので

適する。

以上の結果から，□＝ 2，15。つまり，ある数は 2，15 です。

(3) Ｂの入口→Ａの出口の後，Ｃの出口に入れた数は 5 × 5 ＝ 25。
よって，ある数を□とすると，

(□＋ 5)÷ 3 ＝ 25 となるので，□＋ 5 ＝ 25 × 3 ＝ 75 より，

□＝ 75 － 5 ＝ 70。つまり，ある数は 70 です。
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